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第２次江田島市総合計画の策定に向けた 第１回市民ワークショップで出された意見の整理 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに 

・あいさつ，開催趣旨 

・江田島市総合計画について 

・プログラム・進め方の説明 

２ 期待する地域の将来の姿（イメージ），

まちづくりのアイデア （班ごと） 

■期待する地域の将来の姿（イメージ），キ
ーワード        →青のポストイット 

 ○「・・・な地域（旧町）」として，持続・

発展して欲しい 

○「・・・を大切にすること，生かすこと」

を強み・特徴とする地域としたい 

 ○キャッチフレーズは「・・・」  など 

■様々な観点から，意見・アイデアを！ 
→緑のポストイット 

○良いところ・資源・魅力を守る，生かす 

○問題点を直す 

○新たなもの・ことをつくる   など 

５ 全体会 

・班ごとの発表 

・まとめ，次回（第 2 回）について 

・第 2 回の参加者の選任（各班２人程度） 

 

あいさつ・終了 

＜午前＞ 
目安 

9:30 

（15 分） 

9:45 

（30 分） 

11:05 

（25 分） 

11:30 

みなさんへ 
各自，名札を付け，テーブルを囲んで
ください。 

１ まち（地域）の再発見（班ごと） 

10:15 

（20 分） 

今日のプログラム 

10:35 

（30 分） 

＜午後＞ 
目安 

14:00 

（15 分） 

14:15 

（30 分） 

14:45 

（20 分） 

15:05 

（30 分） 

15:35 

（25 分） 

16:00 

・はじめるに当たっての説明、自己紹介 

■良いところ・資源・魅力→黄のポストイット 
○よく知られているもの・こと 

○埋もれているもの・こと など 

■問題点・困っていること→赤のポストイット 
○例えば，安全・安心，道路交通，集会な

どの公共施設，担い手，支えあい買い物，

通院・通勤・通学などに関して 

 
 
 

 

第１回のテーマ 

まち（地域）を再発見し，まちづくりを考えましょう！ 

日 時：平成２５年９月８日（日）  

③ 午前９時３０分～ 沖美地域（沖美ふれあいセンター）・・・２３人 

④ 午後２時００分～ 大柿地域（江田島市大柿分庁舎）・・・・２０人 

日 時：平成２５年９月７日（土） 

① 午前９時３０分～ 江田島地域（江田島保健センター）・・・２４人 

② 午後２時００分～ 能美地域（江田島市役所 本庁）・・・・２２人 

江田島地域での作業風景 能美地域の作業風景 

沖美地域での作業風景 大柿地域での作業成果 



- 2 - 

【江田島地域】 平成 25 年 9 月 7 日 9:30～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な意見・アイデアの整理＞ 

 
良いところ・資源・魅力 

問題点・困っているところ 

期待する地域の将来像・キーワード 

取組の意見・アイデア 

自然・風景 
・風景、眺めがよい 
・海、江田島湾 
・夕日（沖美やフェリー） 
・桜（しびれ峠、江田島
公園等） 

・山、緑（クマン岳、古
鷹山等） 

・静かな町 
・秋月トンネル付近の湧

き水 
・島から呉の風景 

人付き合い・ｺﾐｭﾆﾃｨ 
・近所づきあい、人付き
合いが良い 

・人情が温かい 
・お年寄りと子供で声か

けがある 
・信頼感がある 
・近所で知らない人がい

ない 
・向側・中郷のコミュニ
ティが集会等に便利 

・地域や団体のつながり
が強い 

・子供の教育環境が良い 
・子供会との食事作りな

どの関係がある 
・地域の祭りなども盛ん 

歴史・文化 
・歴史ある建物（海友舎
など） 

・町並み 
・おかげんさん（祭り） 
・島独自の祭、神楽があ
る 

利便性・立地 
・町がコンパクトで便利 
・大型ショッピングセン

ターもある 
・広島、呉と意外と近い 
・海の交通（切串、小用）

がある 

食べ物・花 
・海産物（カキ、ちりめ
ん、魚） 

・農産物（野菜、柑橘、
いちじくなど） 

・花 
・農産物無人販売所がた

くさんある 

交通・アクセス 
・船、バスの最終便時間
が早くて不便 

・運賃が高い 
・船とバスの接続が悪い 
・バス路線が中途半端 
・バスとスクールバスの

連携 
・バスの大きさに比べて

乗客が少ない 
・車がないと交通が不便 

道路 
・サイクリングロードの

整備 
・道が狭い、歩道がない 
・切串－小用間のトンネ

ルが狭い 
・側溝の蓋が壊れている 
・雑草や木が茂っている 

少子高齢化・人口減 
・人口が減っているのに

対応ができていない 
・高齢化率が上昇 
・生産年齢人口の減少 
・教育に合わせて市外へ

の転出が多い 
・活動の担い手、リーダ
ーが少ない 

働く場 
・働く場がなく若者が流

出する 
・働く場が減少している 

歴史等の継承 
・証言者がいるうちに歴

史調査の必要性があ
る 

・島の魅力や誇りを自覚
していない 

子育て環境 
・子供の遊び場が少ない 
（老朽化・遊具がない） 
・公園がさびしい 
・中学校までの通学方法 
・通学距離が遠い 

生活環境 
・通学路の横断歩道の危

険性がわかってもら
えない 

・街灯が少ない 
・空き家が多くなり環境

悪化 
・空き家バンクは情報が

少ない 
・住民税が高い 

観光・情報発信 
・市として知名度が低い 
・全市的なｲﾍﾞﾝﾄがない 
・観光情報の発信不足 
・生活情報の情報不足 
・道の駅がない（観光案
内所、土産物屋） 

・サイクリング客が多く
危険、迷惑することも 

気候、少ない災害 
・温暖な気候 
・台風、地震被害が少な
い 

モラル・マナー 
・他人の意見を聞かない 
・地区内のことしか考え

ない（保守的） 
・ゴミの出し方を守らな

い 
・ポイ捨ての増加 

医療 
・総合病院がない 
・産科、小児科がない 
・フェリーだと時間がか

かる 

買い物 
・地域の商店が減少 
・飲食店がない 
・商店が減り、車がない
と買い物に不便 

・スーパーへの交通便が
悪い 

・買い物難民が増える 
・競合がなく物価が高い 
・ｼｬｯﾀｰ街は景観が悪い 

観光資源 
・自衛隊、第一術科学校 
・青年の家 
・観光資源が多くある 
・学びの館 
・ふるさと交流館 
・長瀬海岸（海水浴） 
・シーカヤック 
・サイクリングコース 

施設関係 
・駐車場が少ない 
・野外音楽堂は長瀬海岸

や小用港を活用でき
ないのか 

・学校跡地の活用 
・公民館が古い 
・市全体のホールがない 

農業関連 
・猪の被害が多くなった 
・耕作放棄地の増加 
・次の担い手がいない 

自然環境 
・海岸にゴミが多い 
・海岸の清掃 
・潮干狩りが出来なくな

った 
・泳ぐところがない 

観光系施設の整備 

・道の駅 
・宿泊施設 
・食事場所や物販店舗 
・かき船等の目玉づくり 
・新鮮市場の改修 
・サイクリングロード 
・サイクリング用標識 

イベント・活動 

・四町の一体感を育む四
季の行事 

・ミュージックジャンボ
リーを広める 

・手作り市マルシェ 
・術科学校観光客を周遊

させる 

道路・交通の改善 

・海上交通の強化 
・観光タクシーによる島

内観光 
・島内交通の利便性向上

（便数、ルート、運賃） 
・小用～切串の道路整備 
・歩道の確保 
・橋の建設 

まちづくりの中心 

・中心地づくり 
・文化ホールと行政機
能、駐車場をセットに
した公共施設 

安全安心 

・ドクターヘリ用ヘリポ
ートの整備 

・産科、小児科 

その他 

・島外居住の市職員のふ
るさと納税 

 

定住・移住対策 

・多様で効果的な事業 
・住みやすく暮らしやす

い、移住しやすい町に 
・新規定住者の優遇措置 
・移住者等への住居の積

極的な紹介 
・空き家の活用 
・企業誘致による就労場

所の確保 魅力アップ・ＰＲ 

・ブランド化（オリジナ
ルな物で） 

・特産品、土産物の開発 
・さくらプリンセスのさ

らなる活用 
・紹介パンフの更新 
・外部への宣伝強化 

農業の活用 

・農を通じた交流 
・指導者招致で農業担い

手の育成 
・今ある農地の活用 
・オーナー制などの導入 
・行政・JA による農地
貸借の仲介 

高齢者の生きがい 

・高齢者でも稼げる仕組
みづくり 

・健康づくり 
・高齢者の技術の活用 

歴史の継承 

・市民活動への行政から
の支援（資金等） 

・海友舎の活用 
・歴史の文章化 

若者の活動の場 

・若い人の集まるコミュ
ニティ 

・若い人が地域を元気に 

自然を活かす 

・環境美化の推進 
・海と自然を活かした、
特色ある町づくり 

若者・就労 

・若い人が定住できる町 
・若い人の働ける場所 
・企業が増えて人口増加 
 
・地域に残りたくなる教

育環境 
・子供を産みたい育てた

い町 
・この町に住みたいと思

える町 
・若者がチャレンジでき

る町 
・子供が元気に育つ町 
・U・I ターンに成功し
た町 

観光・資源 

・市外から気軽に遊びに
来れる場所 

・外国人も泊まれる町 
・江田島の食を満喫でき

る場所 
・今ある資源を活かした

まちづくり 
・自然と資源を組み合わ

せた観光のまち 
・術科学校を中心にした

観光＋教育 
・伝統の継承 
・江田島の魅力をいっぱ

いに引き出す 
・オリーブで江田島元気

に 

地域・コミュニティ 

・暖かいコミュニティ 
・島の暮らしがある場所 
・地域で子供を育む 
・世代間交流のさかんな

まちづくり 
・高齢者が活躍できる町 
・老後に楽しく住める町 
・高齢者も安全安心に住

める場所 
・安心して歩ける島 
・みんなで健康づくりに

取り組むまち 
・地区ごとの格差をなく

す 

その他 

・ポイ捨てのないまち 
・島を大切にする心 
・災害に強い町 
・住民１人ひとりが「お
もてなしの心」 

自然 

・海、島、自然を活かし
た町 

・自然あふれる人にやさ
しい町 

・環境整備で美しい島 

交通 

・交通利便性の改善 
・運転しやすい道路環境 
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【能美地域】 平成 25 年 9 月 7 日 14:00～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な意見・アイデアの整理＞ 

 
良いところ・資源・魅力 

問題点・困っているところ 

期待する地域の将来像・キーワード 

取組の意見・アイデア 

自然・風景 
・高い山がある 
・緑が多く山と海が両方

ある 
・海がきれい 
・江田島湾の風景 
・桜（真道山） 
・高台からの風景 

住み良さ・コミュニティ 
・近所づきあい、人付き
合いが良い 

・地区の行事などで一丸
となる 

・人情が厚く、親切 
・鍵をかけなくても安心

できた 
・元気な老人が多い 
・静かな環境 歴史・文化 

・長塚山石仏、 
・徳勢のソテツ 
・毎朝、お寺の朝じがあ
る（11 か寺） 

・伝統行事（秋の祭礼）、
鹿川まつり 

交通・立地 
・広島・呉と、近くに消
費地を抱えている 

・交通船がある 
・島ながら、都市と近い 
・渋滞がない 

食べ物 
・海産物（カキ、魚） 
・農産物（野菜、みかん） 
・生かき生産量が多い 

交通・アクセス 
・交通便が悪い 
・車がないと不便 
・便数が少ない（特に夜） 
・効率化での減便は困る 
・バスと船の乗り継ぎが

悪い 
・バス利用者を増やす工

夫が必要 
・運賃が高い 
・民営化一社運行は不安 

道路 
・道路が汚い（雑草等） 
・国道以外は狭い 
・通学路の危険な場所が

ある 
・街灯が少ない 

少子高齢化・人口減 
・人口減少に歯止めがか

からない 
・高齢化 
・若い人がいない 
・学校統廃合で地域活力

低下の懸念 

産業・働く場 
・働き口が少なく、若者
が流出 

歴史・文化 
・文化的行事が少ない
（良い劇場がない） 

子育て環境 
・子供が 1 日中安心して

遊べる場所がない 
・子供の遊べる公園、遊
具がない 

・子供の減少で学級数が
少なく、競争につなが
らない 

・習い事の種類が少ない 
・病気の子を預ける施設

がない 
・共働き支援が必要 
・中高生の遊ぶ場が限ら

れる 

人付き合い 
・コミュニティの希薄化 
・プライバシー保護の問

題 
・災害時に助け合えるか

わからない状況に 

観光 
・宿泊場所が少なく古い 
・能美ロッジは古く人に

勧めにくい 
・産直市がない 
・サイクリストの休憩・
食事場所がない 

・自転車道がなく危険 
・サイクリストが増えて

危険性も増 

気候、少ない災害 
・気候が温暖 
・自然災害が少ない 

買い物 
・費用の負担が大きい 
・中町には買い物場所が

少ない 
・町の商店がなくなって

いる（食料品店） 
・店の種類が少ない 
・買い物の交通便が悪い 

医療 
・総合病院がない 
・産婦人科、小児科、眼
科などがない 

環境 
・海はきれいだが、ゴミ
が多い 

・ｺﾞﾐｽﾃｰｼｮﾝが汚い 
・ゴミ出し意識が低い 
・空き家が多い 

観光資源 
・日本で唯一の海上国民

宿舎 
・シーサイド温泉がある 
・長瀬海岸がある 
・鹿川水源地公園（ふわ
ふわドーム） 

・キャンプ場がある 
・観光スポットが多い 
・サイクリングコースと

して知られてきた 
・魚釣りがいつでも可能 
・第一術科学校がある 

施設関係 
・バリアフリーの集会所

がない 
・公共設備が古い、余っ
ている 

農業関連 
・猪の被害が多くなった 
・荒廃地の増加 
・農業の後継者がいない 
・農産物のアピールがで

きていない 

行政等 
・将来の市の展望が見え

ない 
・事業などが中途半端 
・空き家バンクも補助金

が少ない 
・計画がバラバラに策定

されており、統合すべ
き 

観光・ＰＲ 

・欧州的な自転車専用道
の整備 

・宿泊施設の整備 
・島外から来た人を楽し

ませる施設と工夫 
・長瀬海岸の整備とＰＲ 
・ハイキングコース充実 
・道の駅の建設 
・年１回全市的な祭り、
イベント開催 

・スポーツ大会 

交流・活動 

・民泊などでの交流促進 
・若者の活動支援（未利
用地の貸与や補助な
ど） 

道路・交通の改善 

・運賃を下げ、多くの人
が住み着くよう 

・船の回数券の充実 
・クーポンで乗客を楽し

ませる工夫 
・交通船の速度による経

費削減 
・子供が夜島へ戻る時間

帯の増便 
・バスの小型化と便数増 
・サイクリングの出来る

歩道整備 
・道路の狭さの解消 

産業・雇用 

・耕作放棄地の活用 
・刑務所や厚生施設、ホ
スピスなどの誘致 

・メガソーラーの島 
・家庭用ソーラー発電の

促進 
・企業誘致の積極化 
・企業の地元貢献要請 
・大規模店舗の誘致 

安全安心 

・総合病院の誘致 
・ドクターヘリ、救急救
命士の充実・活用 

・消防団で男女高齢者み
な担い手に 

その他 

・全国一をつくり、マス
コミでＰＲ 

・都市機能補完で広域的
な仕組みづくり 

定住・移住対策 

・固定資産税を下げ、都
市からの移転を働き
かける 

・市営住宅の料金見直し
で空き部屋の解消 

・広島・呉に通勤しやす
い環境づくり 

・広島架橋などで交通便
の改善 

・全世代が住みやすい地
域づくり 

・空き家の発掘・片付け 

農業の取組 

・農業法人化（市・JA
運営） 

・農地整理、遊休農地の
活用 

・流通大手企業との連携 
・一次産業のブランド化 
・地産地消の推進 
・農産物直売所の設置 
・狩猟者の育成、団体化
で鳥獣被害対策 

高齢者の生きがい 

・高齢者の活用 
・高齢者のスキル活用の

場の創出 
・いつでも利用できるサ

ロン 
・コミュニティの維持活

性化 教育・子育て 

・子供が思いっきり遊べ
る公園整備（各町に） 

・廃校跡地の公園化 
・優秀な先生を呼び、高
い教育レベルを提供 

・放課後に塾代わりの環
境を整備 

・教育委員会の改革 
・家族で食事できる場所 
・託児所を増やす 
・子育て世代の交流の場

づくり 
・いつでも誰かいる場所 

若者・就労 

・若い人がたくさん住
み、働き口のある島 

・若者が住める町、利便
性 

・若者が働きやすい環境 

観光・資源 

・癒しの場所・美しい町 
・温泉を活かした、快適
で泊まれる場所のあ
る町 

・サイクリング等健康づ
くりのできる町 

・にぎわい活性化 
・他都市から人が集ま
り、お金を落とす町 

・自然を活かし、人を呼
び込む 

・術科学校との連携 
・町おこしのための資源

発掘 
・遊びに来やすい町 
・１日かけて遊べるよう 
・全国的なイベント 

地域・コミュニティ 

・高齢者が安心して暮ら
せる町（病院・買い物） 

・安全・安心に暮らせる
まちづくり 

・高齢者が自宅で過ごせ
る町 

その他 

・広島市のベッドタウン 
・電気代の安い島 

一次産業の活力 

・農業漁業が元気になる
町 

・農業収入 1,000 万円
の町 

・農業製品の特産品化 
・オリーブの島に転換 
・ 

子育て 

・10 年後子育てしやす
い町に 

・子供を育てやすい町 

農地（プラス発想） 
・再利用可能性の観点か

ら、耕作放棄地の広大
化 

子育て環境 
・都会に比べのびのびと

自然の中で育つ 
・能美中は運動や吹奏楽

の評価が高い 
・高田小のプールが使え

る 

その他 
・オリンピック選手を複

数名排出している 

その他 
・島に住んでいると良い

ところがわからない 

交流・定住 

・Ｕ・Ｉターンで活力あ
るまちづくり 

・住む人も来る人も楽し
ませる町 

・お試し体験（農・漁） 

自然 

・子や孫に伝わる海の恵
みの町 

・自然を活かす 

行政 

・行政の経費削減 
・市外居住職員への通勤

費支給見直し 
・議員のボランティア化 
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【沖美地域】 平成 25 年 9 月 8 日 9:30～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な意見・アイデアの整理＞ 

 
良いところ・資源・魅力 

問題点・困っているところ 

期待する地域の将来像・キーワード 

取組の意見・アイデア 

自然・風景 
・海の見える風景 
・宮島（寝女姿）の景観 
・海岸、夕日がきれい 
・海、川、山に囲まれて
いる 

・砲台山・三高ダムから
の景色 

・美能～沖の自然 
・木下川（多様な生態） 
・気候が良い（温暖） 
・岡神社のクスノキ 
・段々畑と棚田 

人付き合い・ｺﾐｭﾆﾃｨ 
・Ｕ・Ｉターン者が多く、

受け入れ環境がある 
・沖美では民泊も活発 
・転入者が増えつつある 
・結婚しても地域に入り

やすい 
・年配の方ががよく指導

してくれる 
・老人から子供まで顔見

知りで仲良く出来る 
・地域の輪 
・思いやり助け合い精神 
・お年寄りが元気 

その他 
・ホッとする場所（懐か
しい場所）がそのまま
残っている 

利便性・立地 
・都市に海を隔ててつな

がっている 
・広島市に近い（学校・
病院・就業地） 

農産・水産 
・農業団地 
・カキ養殖 
・花の生産 
・カキ殻再生利用（浄化
作用） 

・オリーブ 

交通・アクセス 
・オレンジ号の時間帯が

少ない 
・バスの便が沖美は特に

少ない 
・三高桟橋が貧弱、汚い 
・夜の船便が少ない 
・乗り継ぎが悪い 
・運賃が高い 
・公共交通の将来が不安 
・通勤、通学、通院、買
い物が不便 

道路 
・緊急車両が通れる道路

整備 
・道路の草刈りが遅い 
・未舗装道路が多い 
・狭くすれ違えない 

少子高齢化・人口減 
・過疎化、少子化 
・若者が少ない 
・若者が住み着く市にな

っていない 
・行事の担い手も高齢化 

働く場 
・安定した職場少ない 
・地場産業がない 

地域・交流 
・住んでいる町への愛
（知恵を出し合って
いない） 

・ＵＩターン者がコミュ
ニティに溶け込める
体制が整っていない 

・若い人が少なく、役職
が集中し負担増に 

・転入者が自治会に入ら
ないことも 

・貸し家制度の不備が多
い（情報不足） 

子育て環境 
・三高中の廃校問題（活
性化に絶対必要） 

・塾が少ない 
・児童クラブが低学年の

み対応（長期休暇だけ
でも入会出来れば） 

・土曜日の子供の居場所 
・遊具施設がない 
・子供が少なく子供の声

がしない 

生活環境 
・空き地、休耕地が増加 
・空き家など、民有で手
が付けられず荒廃 

・ごみの分別が徹底され
ていない 

・防犯の不安 

観光・情報発信 
・サンビーチ沖美が利用

できていない 
・特産物の販売所がない 
・観光地の案内 
・登山道の整備 
・自転車道の整備 
・三高水源地と砲台山を

セットで観光資源に 

公共施設 
・沖美ふれあいセンター 
・旧沖小学校、旧沖保育
園、プール 

・鹿田公園 
・沖美広域公園 

行政等 
・合併時の決議事項が実

行されていない 
・第１次計画の要検証 
・財政基盤が確立されて

いない 
・住民の意見が反映され

ない 
・市からのアピールが少

ない 
・行政の情報発信が不十

分（見せる広報を） 
・市職員の子供の多くが

市内に住んでいない 

医療 
・江田島市立の総合病院

が必要 
・船では時間がかかる 

買い物 
・商店の減少（食料品） 
・多角的な利便性が弱い 
・買い物難民化の危惧 
・高齢者の買い物 

観光資源 
・海岸沿いｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽ 
・温泉施設が充実 
・サンビーチ沖美 
・釣り場（太刀魚など） 

施設関係 
・是長・畑は公共施設が
少ない 

・利用されていない施設
は使えるよう開放 

・娯楽の場が少ない 

農・猪など 
・猪対策（農業被害、人
的被害の可能性もあ
る） 

・猪対策補助事業が必要 
・果物はカラス被害 
・県道沿いなどの目立つ

場所で荒れ地化 
・棚田などの管理不足 

観光環境の整備 

・島廻りできる道 
・きれいな公衆トイレ 
・カフェ・道の駅の設置 
・貸し出し農地 
・自然フィールドワーク 
・木工教室 
・良質なログハウス 
・鹿田公園の有効活用 
・サンビーチ沖美の活用 
・マリンスポーツの活性

化（岸根） 
・宮島の寝女の姿見える

場所のパワースポッ
トとしての売り出し 

・江田島らしいおみやげ
開発 

・サイクリングロードマ
ップ 

・ビールと温泉の旅 
・かきカキマラソン大会

との連動事業 

地域・交流 

・昔から伝わっている祭
り、行事 

・見守り、買い物支援の
地域協力 

・井戸端会議のような集
会・遊び場の整備 

地区別の拠点 

・三高桟橋施設を総合的
なものに整備（支所・
公民館・道の駅） 

・沖を文化芸術ゾーンに 

その他 

・今ある物をいかに活か
すか 

・旧沖保育所で同窓会や
結婚式が出来るよう
活用 

自然の活用 

・自然と既存のものをセ
ットにした整備（対象
者を明確にして） 

・自然の美しさを活かし
たまちづくり 

・貝掘り、砂遊び 
・大黒神島の活用（探検、

サバイバルなど） 
・美能の松並木の復活 
・野登路山への遊歩道 
・脇道からの登山道整備 

連携と総合化 

・１次、２次、３次産業
が知恵を出し合い就
業、集客につなげる 

・６次産業化による特産
品開発 

・既存産業を活かした事
業育成 

高齢者への対応 

・特養老人島 
・一戸建てで過ごせる老

人アイランド 
・高齢者の健康づくり 
・健康インストラクター

育成 

交通対策 

・デマンドバスの利用者
の声の反映 

教育・子育て 

・自然の中で育てたい 
・児童教育の充実 
・教員ＯＢ等による放課

後学習指導の場を設
ける 

・私立の全寮制中高一貫
校の招致 

・小中学校維持のための
人口増加策 

・こども園 
・小規模保育所 
・夜間病院 

農の魅力づくり 

・害獣の除去対策 
・イノシシ肉の活用 
・レンゲ畑とミツバチ 
・旧沖保育所周辺の農園

整備 
・農業の組織化で就労の

場と担い手確保 
・奇抜な意見も取り入れ

たブランド化 
・オーナー制度の農水産 
 

子供・若者・就労 

・農業・漁業その他の産
業の共同ショッピン
グモール 

・若者子供が安心して暮
らせる町づくり 

・就業・居住性を高める 
・将来が明るい町 
・次世代が島で職に就く 
・若い人の職場があり、
子や孫と一緒に住め
るよう 

・ここに住みたいと思え
る、育児教育の島 

・子育てしやすい町 
・子供たちがわいわい遊

んでいる 

観光・資源 

・観光バスの来るまちづ
くり 

・魅力あるまちづくり 
・農・海産物のブランド
強化 

・観光の江田島 

地域・コミュニティ 

・三高地区の振興 
・子供から年配まで安心

して生活出来る町 
・人にやさしい町 
・自然があって、人のこ
とが考えられる町 

・移住者受け入れの町 
・他県からの移住で人口

が増えて欲しい 
・近場に交流できる場所

がある 
・田舎のイメージを活か

す 
・隣り近所で助け合って

暮らせる町 
・自立した地域 
・高齢者の住みやすい町 

キャッチフレーズなど 

・恵多島（恵みの多い島） 
・みんなのふるさと、海
と緑と人がきらめく
町 

・人が来てみたい、住み
たいまちづくり 

・食をキーワードに 

自然 

・自然をキーワードに 
・自然豊かで静かな場所 
・全体をビオトープ、海
浜に 

・自然を大切にしつつ活
用する 

・自然体験を活かした交
流の町 

その他 

・市政に対し、声の出せ
る町 

・連携した成果の見える
町 

・定年後でも帰ってくる
町 

全体 
・特色ある取組の欠如 
・市内で地域ごとの隔た

りがまだある 

子育て・福祉 
・保育園の空き待ちなし 
・学校の先生と密に相
談・話ができる 

・隣保館で子育て支援が
ある 

・障害者福祉施設が充実 
・病院と提携した福祉施

設が新しく出来る 

食 
・カキ 
・新鮮な魚がおいしい 
・柑橘類が豊富 
・野菜 

行政 

・市職員によるプロジェ
クトチームで、住みよ
いまちづくりを 

・市民の声の届く市政に 
 

定住・移住対策 

・道路整備に併せた宅地
確保 

・空き家の貸し出しＰＲ 
・古民家の再整備 
・企業誘致 
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【大柿地域】 平成 25 年 9 月 8 日 14:00～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主な意見・アイデアの整理＞ 

 
良いところ・資源・魅力 

問題点・困っているところ 

期待する地域の将来像・キーワード 

取組の意見・アイデア 

自然・風景 
・海岸線がきれい 
・長浜の海 
・沖の島の通穴 
・海、山に恵まれている 
・蛇峯山からの眺め 
・天狗岩からの眺め 
・夕日のえぼし岩 
・茶臼山周辺の景観 
・都市に近接しつつ自然

豊か 

人付き合い・ｺﾐｭﾆﾃｨ 
・おおらかな気質 
・信頼した人付き合い 
・親切な人が多く、助け
合いがある 

・各地区の女性会、自治
活動が盛ん 

・地域のきずなが深い 
・高齢者も元気 
・隣近所はほぼ知り合い 

歴史・文化 
・大古地区に史跡が多い 
・島の輪（県の取組） 
・地域の祭りがにぎやか

で良い 
・大がかりな祭りがある 
・灘尾弘吉氏、山下明生
氏、六角紫水氏など有
名人も 

利便性・立地 
・大柿は江田島の中心 
・割と病院がある 
・割とスーパーも多い 
・小・中・高がある 
・呉市まで 30 分と近い 

食べ物・花 
・海産物（カキ、魚介類） 
・農産物（野菜、ミカン、

いちご） 
・大君のカステラ（イタ
リアンロール） 

・瀬戸内みそ 
・花の島（カーネーショ
ン、コスモス、ラン） 

・大豆うどん 

交通・アクセス 
・公共交通の利便性が悪

い 
・高速の料金が高い 
・車がないと不便 
・バスは通院等に不便 
・中町・大君方面へのバ
ス便が少ない 

・広島市へは時間がかか
り、高い 

・呉への海上交通減少 

道路 
・自転車が多くなり危な

い（道が狭い） 
・道路が狭い 
・信号を多くして欲しい 
・道路脇の草木が多く、
伐採が出来ていない 

・道路に段差が多く、安
全性が低い 

少子高齢化・人口減 
・人口減少で空き家が増

えている 
・老人ばかり多くなって

いる 
・少子高齢化で、限界集
落化しつつある 

・一人住まいが増加 
・老人施設が足りるか、
将来的に不安 

・次世代を担う若者世代
が少ない 

買い物 
・各地域の商店街が寂
れ、買い物難民の恐れ 

・地元で買い物できない 
・スーパーしか買い物場

所がない 
・車で買い物に出て行く

方が便利 
・飲食店などの不足 

子育て環境 
・保育園、学校の統廃合
で地域活力が減少 

・学校統廃合ばかり進む 
・子供が少ない 
・高校もなくなる不安 
・大柿高校の特色がない 
・高校が１つなので島外

へ行く子供が多い 
・通学費がかかる 
・児童館が利用しづらい 
・働く親のｻﾎﾟｰﾄが必要 
・塾が無く、島外に行か
ざるを得ない 

その他 
・蛇峯山の天体望遠鏡
（個人所有） 

観光・宣伝 
・宿泊施設がない 
・市のＰＲ不足 

コミュニティ 
・地域に偏りがある（住
民間のつながりが希
薄化） 

・かみなり親父的な人が
いない 

・自治会、ボランティア
のなり方に悩む 

医療 
・総合病院がない 
・産科、小児科がない 
・病気になった時に不安 

生活環境 
・水道代が高い 
・ゴミ出しマナーが悪い 
・空き家が増加し、治安
安全面の問題 

・傾斜が多く、駐車場が
少ない、道路が狭い 

・下水道がまだ未整備 
・街灯が少ない 
・夜の若者の夜遊び、徘
徊で不安 

・小学校廃止後の避難場
所の不安 

就労 
・仕事、就労の場がない 
・若い人の働く場がない 
・ユウホウ紡績閉鎖後の

職場・跡地問題 

農業関連 
・荒れ地が増えている 
・猪が田畑を荒らす 
・マメダヌキの増加 

自然環境 
・大型ゴミの不法投棄 
・ゴミ出しマナーが悪い 
・カキヒビが放置されて

朽ちている 
・埋立で海浜が少なくな

り、自由に泳げない 
・魚が獲れなくなったら

しい 

観光環境の整備 

・道の駅の地元での運営
体制づくり 

・旧跡・名所ﾙｰﾄづくり 
・山のネットワーク 
・史跡とトレッキングコ

ースの組合わせ活用 
・海岸を整備し、人が寄
れる場所に 

・長浜海水浴場での体験
型マリンスポーツの
整備・ＰＲ 

・江田島・倉橋・音戸の
一体化ルート整備 

・島の良さを体験できる
場所、建物 

・自転車道の整備 
・廃校を利用した授業ツ

アー（みそづくり等） 
・宿泊施設の整備 

道路・交通の改善 

・道路を広げる 
・歩道の整備 
・江田島～宇品架橋 
・バスの直通便設定 
・南部道路の早期完成 

漁業・水産物 

・貝掘りが出来る海に戻
し、人を呼べるよう 

・魚の養殖 
・カキ小屋 

地域 

・集会所の地元管理への
支援 

・公民館・コミュニティ
センターの充実 

行政 

・議会改革 
・総合計画の事業の実現 
・市職員での情報共有 

定住・移住 

・働く場をつくる 
・空き家を活用し、便利
なところへの移住 

・空き家のシェアハウス
利用 

情報発信・ＰＲ 
・食べ歩きマップ 
・名所旧跡の観光パンフ 
・気の利いた案内板設置 
・積極的かつしつこくＰ

Ｒ 
・パスポートでリピータ

ー確保 

農業・農産物 

・竹炭の活用 
・農業の共同化（オリー
ブ、花） 

・定年後にＵターンし
段々畑の活用を 

・猪対策 
・地区同士の連携出荷 

市としての連帯感 

・各町がまだ一つの考え
方になっていないの
で、意識共有 

高齢・福祉 

・健康用ウォーキングコ
ースの整備 

・健康広場・遊具の整備 
・見守りおせっかい 

魅力アップ 

・島ブランド 
・地元産品を活かしたお

みやげづくり 
・ウコンクッキーやシソ

ジュースの健康食品 

交流・コミュニティ 

・みんなで協力しあえる 
・高齢者と子供が会話す

るファミリアな地域
づくり 

・ＵＩターン大歓迎 
・住み慣れた自分の家で

最後まで 
・人に優しい町づくり 

観光・資源 

・全体としてイベントを
企画し、明るい活力あ
るまちづくり 

・観光の島 
・道の駅“島の道”を作
り、野菜、花等の販売 

・史跡や自然、竹炭・陶
芸を活かした「人を呼
べるまちづくり」 

キャッチフレーズ 

・明るい、元気な活力あ
る大柿町 

・良いところを活かした
まちづくり 

・行きやすい生きやすい 
・心身ともに健康な江田

島 
・ピンピンコロリで健康

に 
・人が輝く平和な町 
 

その他 

・若者の意見を聞き、活
かす 

・一体的なまちづくり 
・一点集中の拠点づくり 

自然 

・道路へのポイ捨てをな
くす取組 

・自然を守る（ＥＭを使
った環境浄化） 

・自分の事だけでなく、
地域を考えて協力す
る環境整備 

・自然を活かした取組 
・海の青、木の緑を大切
にする町 

生活環境 

・交通の便利なまち 
・買い物のスムーズに出

来るまちづくり 
・安全安心で明るい町 

活動 
・若い陶芸家（Ｉターン） 
・竹炭工房が活発な活動 
・江田島をアピールしよ

うと色々取り組んで
いる 

施設等 
・さとうみ科学館 
・江田島地区に第一術科

学校があり、有名 
・運動公園 

行政 
・市民のことを考えてい

ない 
・情報開示の問題 

郷土愛・交流 

・高齢者と子供の交流の
場を設ける 

・小中学生に郷土につい
て教える 

・小中学生に観光ﾎﾞﾗﾝﾃ
ｨｱとなってもらう 

・子供から地域を知る 
・ファミリー対象の民泊 

農業 

・生きがい農業 
・市民菜園等で高齢者も

元気に働く 
・地産地消 
・特産品の充実 

若者・子育て環境 

・教育環境の向上 
・子供の質を No1 に 
・公園の整備 
・若者に希望を与える、
住みたくなる町 

教育・子育て 

・放課後児童クラブの時
間延長 

・塾を住民と作る（各学
校に夜間塾開設） 

・公園の整備 
・通学バス無料化（港ま
で） 

・学校を合宿所に 
・地域住民の講座 
・働く親のサポート強化 
・子供の医療費無料やサ

ポート充実など、子育
て世代を呼ぶ工夫 

・大柿高校の維持 
・有名予備校と連携 

気候・少ない災害 
・災害が少なく、住みや
すい 

・温暖な気候 


